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はじめに
2003年 12月にスタートした日本学術振興会 人文・社会科学振興のためのプ
ロジェクト研究「多元的共生社会の構築J(出発時点では「多元的共生社会に向
けた知の再編J) コア研究「多元的共生の国際比較」研究(辻中豊コア)も、 5
年計画 (2003 年 12 月 ~2008 年 3 月)の 2 年目を終え、助走間から本格な研究
展開期へと移行しようとしている。同コア研究は、人文社会科学フ。ロジェクト
の他のコア、取りわけ、同じ「多元的共生社会の構築jプロジェクトを遂行し
ている、字国川妙子(民族学博物館)コアの「運動の現場における知の再編j、
岩崎信彦(神戸大学)コアの(被災地の現場における共生社会の構築j と緊密
な連携を図りながら、共同研究を遂行してきた。
本コア研究は、辻中豊(コア)が筑波大学においてプロジェクト長を務める「比
較市民社会・国家・文化特別プロジェクトJ(2003年 4月'""2008年 3月)を組
織母体として、それにさらに必要な研究人員を加えて、研究を推進してきてい
る。
発足の当初から本コア研究は様々な研究会や講演会を開きまた共同研究活動
をおこなってきたが、しかし初年度の焦点はなんといっても、ロシアとトルコ
の市民社会組織の実態調査であった。そして 2年度目の焦点は、同様にフィリ
ッピンの実態調査であり、現在それを遂行中である。ロシアとトルコに関して
は、調査集計も進んでおり、遠くない時期に報告書を別に作成する予定であるD
さて、本研究成果報告書は、こうした市民社会組織の国際的な実態調査のそれ
ではなく、いわば共同研究参加者による知的なブレイン・ストーミングの成果
である。本コア研究のねらいは、「社会集団関の多元的な共生を成立させるもの
として、各地域単位(園、自治体など)での市民社会の質が問われている。し
かし、市民社会の現実のあり方については、非欧米を含めた経験的な比較実証
研究は進んでいない。加えて NGO、NPO、社会関係資本(ソーシャルキャピタノレ)
についても概念の欧米バイアスがあり、真の意味での地球的な多元的共生にむ
けて洗い直しが必要である。本研究では様々な文化圏をまたぎ市民社会組織の
包括的な国際実態調査を行い、データベースを構築・比較分析を行い、文化(生
活世界)と政治を繋ぐ市民社会の立体的モデ、ルを構築するJ(平成 17年度以降企
画書)ことである。
こうした概念の「洗い直しJ作業は、地球上の「各領域・地域、各国の個別文
化性を保持したうえで、いかにして市民社会と公共性に、偏在性と普及性、適
応性と進化性をもった新しい普遍性を付与しうるかを、考究するJという「比
較市民社会・国家・文化特別プロジェクト」のテーマと大きく重なりあうもの
である。こうした作業は、現代世界に求められる研究目標として必須で、はある
が壮大でもあり、従って私たちは具体的には、本報告書において各参加者の自
由な発想、を生かしつつ、理論的実証的問題を設定し発展させることとした。た
だひとつ、その議論がどこかで必ず<市民社会>の洗い直し問題と連結してい
ること、という一点のみを、唯一の縛りとして設定している。これは、私たち
のカバーする種々の研究領域、とりわけ社会科学の諸領域と人文科学の諸領域
を結ぶ、最低限の紐帯となった。
コア研究の 2年目となる 2004年度に、実態調査に加えて、私たちが、 CSCセ
ミナーシリーズ (CSCは市民社会 CivilSocietyと国家State、文化Cultureを
略記)として前後 29回にわたり市民社会に開かれたオープンのセミナーを開催
し、く市民社会>に直接・間接に関わる多種多様な問題を提起し、討論に付し
てきたのは、以上のような方向を実現するためであった。
そして期せずして、あるいはむしろ期待したとおりに、このセミナーシリーズ
での自由な議論をとおして、また一年目から継続したいくつもの研究会を重ね
るなかから、ごく自然なかたちで、<市民社会>の苧む問題構制の枠組みが、
立ち現れてきたといえる。その枠組みは、ここにお届けする「報告書Jの諸論
文からも、十分に見て取ることができょう。
まずひとつは、「コミュニケーションと<市民社会>J としづ枠組みである。
この枠は、論文 1'"'-'5が形づくっている枠であるが、この枠の問題点はさらに、
インターネット使用との関連で社会意識を問うもの(論文 1，2)と、ひろげてメ
ディア一般と社会意識との関わりを問うもの(論文 3，4)、さらに視点を世界規
模の言語問題へと移して、英語というコミュニケ…ション手段の苧む支配・被
支配の問題をあっかうもの(論文 5) とに、下位分割されている。
もうひとつは、「女性と社会j としづ枠組みだ。この枠を立ち上がらせている
のは論文 6と7だが、一見すると研究対象も研究分野も無関係な両論文は、く
日本>の社会(時代もかたや 7'"'-'8世紀、かたや 20世紀と異なるが)の有り様
に女性がどのように価値付与しているかの問題へと、議論を開いてゆくもので
ある。
論文8'"'-'11から立ち上がるのは、「市民の文化と国家Jとしづ枠である。奇妙
にもく中空>性により動かされていく日本の社会の問題(論文8)は、論文 6，7 
の論点と遠くからつながるものがあろう。論文 9~11 は視点をヨーロッパへ移
し、 ドイツ、スペイン、フランスにおける近代国家成立と市民レベルで、の文化
の生成との関連を、個々の事例に追ったものである。
論文 12，13はフランス 20世紀詩の行情性の有り様に焦点を合わせ、論文 14
は屋久島を例にどのように自然が観光と「共生jしうるかを扱ったものである。
いずれも上記 3つの枠には入らないが、しかし三論文とも<市民社会>の問題
構制の原点を遠くから狙いうっていることは確かである。
以上が、とりあえずの分類(人間の内部からの視点としづ意味)で人文科学
系とみなしうる諸論文から立ち上がる問題構制の枠組みだが、ご覧のように、
人文科学系と社会科学系の諸論文との区分はもはやあまり重要ではないだろう。
昨年度の報告書のような 4区分を廃して、自由に 29論文を配した理由でもある。
多くの研究会活動を通じて、人文・社会科学の学融合的な研究が始まっている
のである。
とりあえずの分け方で社会科学的な、いわば人間の外側、マクロな視点から
の諸論文 (15'"'-'29) から見える問題枠組みに目を移そう。
最初の 15，16論文は、先進国(15) とイスラム世界 (16) での、<市民社会
>の機能と機能原理の一つ、「福祉をめぐる個人・国家そして市民社会Jを巡る
問題の対比である。<市民社会>が国家と個人を媒介する社会であるとすれば、
個人の集合的な福祉や保障は最も重要な政治化する争点であり、<市民社会>
自体の機能でもある。この社会保障・福祉を巡って、論文 15は、先進国、特に
日本では「自己寅任J原理が新自由主義的なイデオロギーのもと復権・台頭し
つつあるが、その環境条件は厳しいものであることを論じ、論文 16はそれと全
く異なる方向での Zakat制度がムスリム社会で機能していることを論じている。
Zakat制度は、ムスリム社会での、国家と市民社会関係を考える重要な切り口と
して取り上げられている。ムスリム社会への市民社会実態調査も本プロジェク
トの期間中に構想、中である。
上記 2論文が個人からみた市民社会なら、続く 4論文 (17'"'-'20) は、一転し
て、最もマクロな視点から市民社会を考え始める。国際的な地域共同体
(ASEAN17・18論文、 EU19) と巨大な国家中国 (20論文)の政治社会と市民社
会を扱うからである。共同体か帝国か巨大国家か位置付けは多様でありうるが、
f巨大政治体と個人を媒介するものとしての市民社会jである。
17論文は、個人の人権を巡る国家を超えた ASEANでの制度化の進展と地域ア
イデンティティ、 18論文はインドネシアを中心に ASEANでの安全保障共同体構
想、における市民社会の肯定的な役割を考察する。特に、伝統的な「共同体Jと
地域共同体との関係に注目する点で、市民社会の検討に厚みを加えている。 20
論文は、逆に内部では<市民社会>の元祖を自認する EUが、その準領域や境界
領域付近の諸国に対して膨大な規制集合への従属的な組み込みを強いる帝国と
して顔を持つことを分析する。 20論文は、西欧的な意味での<市民社会>性の
弱し¥巨大国家中国において、 2004年の憲法改正がもっ<市民社会>形成的側面
に注目する。中国では市民は「公民Jと表記されること、憲法改正において、
私有財産権の保障、私営企業主の入党の許可を含む三つの代表論が注目される。
なお ASEAN地域では、特プロとして、本年度フィリッピン市民社会調査を実施
中であり、中国に関しては特プロの予備段階で市民社会組織という側面から「社
団」実態調査を行っている。
目を ri国民国家j と市民社会の問題性Jに向ける。いわゆる発展途上国や新
興工業国家の現在の状況である。 21から 23はラテンアメリカ、 24はアフリカ
を扱っている論文である。不安定な政治経済状況と市民社会・文化が検討され
ている。 21論文は、ペルーでのフジモリ政権(初の日系大統領)とその後のト
レド政権(インディオ出身)の現在までを政治文化の観点から、 22論文はブラ
ジルで、 40年ぶりの左翼大統領ルーラ政権の社会政策を評価している。 23は、特
別プロジェクトで市民社会組織調査を予定しているブラジノレで、の調査準備状況
報告である。 24は『アフリカの民主化移行と市民社会Jとしづ研究書の分析枠
組みを示す論文であり、アフリカ諸国という「国民国家jなき地域での「国民
会議jに注目した「市民社会j分析の意義を明快に主張している。
市民社会の、偏在性と普及性、適応性と進化性をもった新しい普遍性を与え
るためには、市民社会の actuality解明にむけた比較調査と比較分析は欠かせ
ないものである。そうした観点からブラジルだ、けでなく、本プロジェクトはア
フリカ現地調査も射程に入れている。
<市民社会>概念やく市民社会>論自体に次第に焦点を当てていきたい。素
材となるのは、ヨーロッパと並ぶ「中心Jとされるアメリカ (25)であり、ア
メリカの<市民社会>論 (26) であり、国際政治でのく市民社会>論 (27)で
あり、近代政治哲学の始祖 (28)であり、国際レジーム (29)そのものである。
一見、関連が薄いようにみえる五論文は、いずれも fく市民社会>理論への
多様な立場からの接近Jとみることができる。 1963年のケネディとベトナム戦
争を扱った 25論文は、政治史研究であるが、今も変わらぬアメリカリベラル(市
民社会)のチャンピオン、ケネデ、イの自由のための戦争の教訓は、ブッシュた
ちによる自由の戦いに「受け継がれるJとしづ皮肉を想起させる。 26論文は、
政治理論の立場から、市民社会論を 4類型化し、アメリカ市民社会論の普通性
と特殊性の特徴的な位置を明示する。
27論文は国際政治理論の立場から、特に NGO研究での 3セクターモデル(社
会=政府、ビジネス、市民社会)を利用しながら、国内の市民社会論と国際の
地球市民社会論を理論的に整理し関連付ける本格的な試みである。
28論文は政治哲学からであるが、ホップスのレヴァイアサンにおける自然法
に市民社会概念の始原の一つを見出してし、く試みである。最後の、 29は実証的
な国際法研究の立場から、地域に限定された国際的なレジームが、限定されな
い国際的レジームへ進展してきたことを解明する。このレジームは、地球的な
市民社会を考える際の法的な枠組みの一つなので、ある。
以上、 2年度目の人文・社会科学振興のためのプロジェクト研究「多元的共生
社会の構築Jコア研究「多元的共生の国際比較J研究(辻中豊コア)の研究成
果論文を概観した。そこでは「コミュニケーションとく市民社会>J I女性と社
会Jr市民の文化と国家Jr福祉をめぐる個人・国家そして市民社会JI巨大政治
体と個人を媒介するものとしての市民社会Jr r国民国家Jと市民社会の問題性J
r<市民社会》理論への多様な立場からの接近Jなど問題構制が浮き彫りにな
り、コア研究として多様で多層的な研究が進展したことが確認できる。
本論文集において、 3年度目の更なる共同研究に向けて重要な理論的枠組みと
着実な成果を示すことができた。すでに触れたように、こうした論文での成果
以外にも、多くの研究会活動、関連著作の出版、 webサイトでの広報など多彩な
研究発信活動を行った。加えて、フィリッピンでの市民社会組織調査や(他の
外部資金を利用して)つくば市での市民意識調査など大規模な実態調査も行う
ことができた。
報告書の編集作業は大変面倒な作業である。にもかかわらず、コア研究の多
くの実証調査・分析の遂行とともに、常に精確な仕事を続けている在宰栄講師
(筑波大学人文社会科学研究科)に心から感謝したい。
辻中盤
2005年 3月
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